






医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

LINK-Jは、ライフサイエンスに関わる人々が「集
まる」・「つながる」ための交流・連携と、そのな
かで生まれたアイディアやイノベーションが「育
つ」・「はばたく」ための育成・支援を行うことを
目的に設立されました。そして、学生を中心とす
る次世代育成のプログラムとして、2017年度より

“LINK-J SANDBOX”の取り組みを開始しました。

“LINK-J SANDBOX”は、様々な分野の学生・
若者が集まり、何かを創造する場です。そのため
の道具・手段を提供することで、新たな学びや発
見を得られるような場にしたいと考えています。そ
の一環として、他分野の学生とプロジェクトを立
ち上げて取り組んでもらう“SCOOP”という公
募企画を、昨年立ち上げました。“SCOOP”は、

“SANDBOX Co-operative Project”の頭文字を
取ったもので、「砂場」で使う「スコップ」をモチ
ーフにしています。「砂場」に集まった多分野の学
生・若者に手に取
ってもらい、楽しく
創造するための道
具として使っていた
だきたい、という
思いが込められて
います。

 “SCOOP”では、医学だけではなく、異なる専
門分野（資格・職種・領域）を持つメンバーでチ
ームを組んでもらい、自分たちで設定した課題に
1年間取り組んでもらいます。ライフサイエンスに
関わるものであれば、テーマやアウトプットの形は
自由です。応募時に、１年間のプロジェクト計画
を提出していただき、採択されたチームには中間
報告の提出や、Open Conferenceでの最終発表
を行ってもらいます。

“SCOOP”からの主な支援は、資金提供とプロ
セス支援の２つです。採択されたチームには、最
大20万円の資金と日本橋の会議室を提供します。
また、進捗報告のチェックを行い、メンタリング
も行います。必要があればLINK-Jのネットワーク
から専門家や研究者の方をご紹介します。

“SCOOP”が活動を開始した2018 年度は、約
20 チームから応募があり、そのうち5チームの企
画が採択されました。採択基準として、特に重視
した点は「楽しくて面白い」かどうかです。次に重
視したのは、学生自身の力でチャレンジしていけ
そうなプロジェクトであるかどうかです。スケール
が大きいだけで実現性の低そうなものや、逆に起
業フェーズ近くまで到達できているものは除きま
した。これらの基準をクリアした中で、単なる調
査結果の報告ではなく、何らかの提案や発信に
つながりそうなものをさらに選んでいます。採択さ
れた5チームは現在も、ジェネリック医薬品の使
用促進や薬剤耐性菌、フレイル対策等に、それ
ぞれチャレンジしています。

2019年6月22日に実施されるOpen Conference
にて、それぞれの成果を発表してもらう予定です。
Open Conferenceにはどなたでもご参加いただ
けますので、興味のある方はぜひいらしてください。

「こんなことできたらいいな」という発想や初期の
シーズがあったら、それを実際の社会的活動やビ
ジネスにつなげるための起爆剤として“SCOOP”
を活用してもらいたいと考えています。“SCOOP”
を通じて、異分野の学生・若者が協働してライフ
サイエンス分野の課題にチャレンジし、成功体験
や発信の機会を得て飛躍することを心より願って
います。
皆様のご応募、お待ちしております。

いつかノーベル賞につながるイノベーションを
LINK-J SANDBOX SCOOP

【Open Conference】
日程：2019年6月22日（土）
場所：日本橋ライフサイエンスビルディング
参加費：無料
詳細が決まり次第、LINK-J SANDBOXサ
イト内で随時発表していく予定です。ぜひサ
イトをチェックしてみてください。

【2019年度応募要項について】
詳細は2019年４月頃に、LINK-J SANDBOX
サイト内で発表していく予定です。募集期間
は、5月上旬～中旬の予定です。興味のあ
る方は、ぜひサイトをチェックしてください。
応募資格（代表者）：ライフサイエンスに関
心のある大学生、大学院生、研修医、ポス
ドク、新卒後３年未満の社会人（社会人の
場合は35 歳未満の者とする）。
ご応募、お待ちしております。

Group

2018年度に採択された5チームの現状や
開催しているイベント、2018 年度の応募要
項等をサイト・facebookページそれぞれに
公開しています。ぜひご覧ください。

WEB：
https://www.LINK-j.org/
SANDBOX/
Facebookページ：
https://www.facebook.com/
LINKjscoop/?ref=br_rs
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福島県飯舘村は、もともと人口6,000人あまり
の小さな村で、美しい自然を背景に地域振興に
力を入れていました。しかし2011年の東日本大
震災で全村避難を余儀なくされ、2017年3月
に避難指示が解除された後も帰村する人は少な
く、現在の居住者は800人程度です。コミュニ
ティが壊れ、風評被害も残るなかで、住民の心
と体の健康を守るため“レジリエンス”（回復力）
を高める活動が求められています。そんな飯舘
村の方 と々交流し、復興の様子を学び、自らも
成長していくため、2018年10月7日から8日に、
医学生を中心とした飯舘村支援ツアーを行いま
した。
初日は沿岸の相馬市にある伝承鎮魂祈念館等
を巡りながら震災被害について学んだ後、夜は
飯舘村村長の菅野典雄氏や原子力規制委員会
前委員長の田中俊一先生らをお迎えしてお話し
いただき、交流する時間を持ちました。

二日目は、朝から車で村の復興の様子を見学し
て回り、その後、村民の方々の健康相談を中
心とした医療ボランティアを行いました。多くの
村民の方々にお越しいただき、健康面でのサポ
ートが必要とされていることを感じました。午後
は、昨年も飯舘村で復興ソングを披露したバン
ド“GReen+Gold+Project”と協力してライブを
開催しました。その温かい歌声に酔いしれ、勇
気づけられました。ライブも大盛況のうちに終了
しました。
菅野村長の、「復興というと元に戻すというイメ
ージがあるけれど、完全に元に戻すことはできな
い。むしろ新しく村を作っていこうという思いで取
り組んでいる」という言葉が印象的でした。逆
境のなかにあっても、それを乗り越えてより良い
ものを作っていこうという村民の方々の意気込み
に感銘を受けました。
今回、食事や宿舎なども、村民の方々が用意して

くださいました。私たちが支援するというよりも、
村民の方々から貴重なことを教えてもらった気が
します。現場に足を運んでこそ得られるものがあ
ります。ぜひ、次回の活動にもご期待ください！
最後になりますが、この企画にご支援・ご協力
いただいた皆様にこの場をお借りして感謝を申し
上げます。ありがとうございました。
活動や参加の問い合わせについて
Mail：lifethroughlife.med@gmail.com

医学生のための『心の復興支援』スタディーツアー in 福島県飯舘村 開催報告
LTL（Life Through Life）代表　遠田 泰平

Report

Report

2018年9月30日に上原悠治（千葉大学医学部
６年）、大沢樹輝（東京大学医学部６年）、久野
真弘（慶應義塾大学医学部６年）らで、短期臨
床留学をした６年生の講演会・懇親会を企画し
ました。30以上の大学、１～６年生まで150人
を超える医学生が集まりました。感謝すると同時
に、主催側の我 と々してもこれだけの参加者が
集まったのは驚きでした。
懇親会では、どんな先輩に話を聞きたいか、要
望を事前に聞いたうえで、１～６年生をグループ

に分けて話す時間を設けて大盛況でした。また
「名前・大学・学年・メールアドレス・留学先」を
記した名簿も作成し、集まりの後も連絡をとれる
ようにしました。
多くの医学部が国際化を謳う時代、留学報告
会はどこの医学部でも開催されています。しかし、
異なる大学の医学生がこれだけの人数集まって
留学報告会を行うことは、私の知る限り初めて
の試みです。色々な医学生が集まって情報交換
やモチベーションの維持をすることに、高い需
要があったようです。
早速、次の動きとして、臨床以外の留学にも興
味があるという声に後押しされ、2018年11月
10日に先述の大沢樹輝を代表に留学報告会ス
ピンオフ企画「MPH/MBA/PhD取得の魅力と
留学へ至る道」（於：東京大学医学部本館）を
行いました。この企画では、それぞれの課程を
修了した後に様々な場所で活躍している先生方

をお招きしました。今年度だけでなく、毎年同様
の企画が続くことを願っています。

医学生留学報告会2018　プログラム
2018年９月30日（日）
第１部: プレゼン形式による留学報告会 
1.「USMLE step2 CS受験及び南カルフォルニ
　ア大学臨床留学体験談」
　日本医科大学医学部６年　坂本 路果
2.「医学生が見たG7サミット前哨戦～ Y7サミ
　ットとは～」
　東京医科歯科大学医学部６年　谷本 英理子
3.「研究～臨床留学を通じて: 理想のmedical 
　oncologistへの道」
　千葉大学医学部６年　上原 悠治
第２部: 懇親会 
留学報告会の主催団体への連絡先
Mail：igakuburyugaku@gmail.com

「医学生留学報告会2018」の開催報告～慶應義塾大学信濃町キャンパスにて～　
千葉大学医学部６年　上原 悠治
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※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。



及
川
（
以
下
、
及
）：
浅
沼
さ
ん
は
、

多
職
種
連
携
や
総
合
診
療
に
関
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
、
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
で
発
表

を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
学
外
活
動

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

自
分
が
外
に
出
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

福
島
に
先
生
を
招
い
て
臨
床
推
論
の

勉
強
会
を
主
催
す
る
な
ど
、
福
島

に
新
た
な
流
れ
を
生
み
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
浅
沼
さ
ん
が
学
外
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

浅
沼
（
以
下
、
浅
）：「
飯
舘
村
ご
ち

ゃ
ま
ぜ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
」
に
、
知
り
合
い
の

先
生
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
初
め
て
、
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る
医
学
生
と
し

っ
か
り
議
論
す
る
こ
と
は
大
き
な
学

び
に
な
る
と
気
付
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
５
年
生
の
夏
休
み
に
参
加
し
た
、

千
葉
県
の
国
保
旭
中
央
病
院
主
催
の

勉
強
会
も
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
ね
。
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し

た
の
で
す
が
、
関
東
の
優
秀
な
医
学

生
た
ち
の
姿
勢
や
知
識
量
に
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
部
活
ば
か
り
の
生
活
だ
っ

た
け
れ
ど
、「
も
っ
と
勉
強
も
頑
張

ら
な
い
と
ヤ
バ
い
ぞ
」
と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
は

週
末
に
関
東
に
出
か
け
、
で
き
る
だ

け
学
内
外
で
の
勉
強
の
機
会
を
増
や

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た

い
勉
強
会
が
多
く
て
、
日
曜
の
深
夜

バ
ス
で
福
島
に
帰
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
（
笑
）。

及
：
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
活
動
的
に

な
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

浅
：
僕
よ
り
優
秀
な
医
学
生
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
が
、
好
奇
心
と
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ
は
誰
に
も
負
け
な
い

と
自
負
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
、

勉
強
し
な
け
れ
ば
と
い
う
危
機
感
が

相
ま
っ
て
、
参
加
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
外

に
出
て
い
る
と
授
業
は
大
丈
夫
か
と

心
配
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
能
動
的
に

勉
強
す
る
こ
と
で
知
識
が
つ
な
が
る

て
、
様
々
な
先
生
が
福
島
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
ん
で
す
。
こ
う
し
た
経
験

か
ら
、
直
接
会
う
こ
と
、
面
と
向
か

っ
て
話
す
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て

実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
にFA

CE 
to FA

CE

で
す
ね
。

及
：
浅
沼
さ
ん
の
行
動
力
に
は
見
習

う
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
ん
な
浅
沼

さ
ん
が
、
今
後
や
り
た
い
こ
と
は
何

で
す
か
？

浅
：
個
人
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て

こ
の
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
学
内
の
総

合
内
科
や
地
域
医
療
の
先
生
方
に
も

お
力
添
え
い
た
だ
き
な
が
ら
、
サ
ー

ク
ル
を
作
り
た
い
で
す
ね
。
サ
ー
ク

ル
で
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
外
と

の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
学
内
で
も
対

話
が
生
ま
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
に
他
の
医
療
系
学
生
も
巻
き
込

め
た
ら
よ
り
素
敵
で
す
ね
。

及
：
今
後
は
僕
た
ち
後
輩
が
、
こ
の

流
れ
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
卒
業
後
の
浅
沼
さ
ん
を
ぜ
ひ

先
生
と
し
て
迎
え
た
い
で
す
ね
。

よ
う
に
な
り
、
か
え
っ
て
授
業
や
実

習
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

及
：
自
分
が
出
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

新
た
に
福
島
で
勉
強
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

浅
：
自
分
が
外
に
出
な
け
れ
ば
参
加

で
き
な
い
の
が
嫌
だ
な
と
思
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
に
、
学
内
に
あ
る
「
わ

ざ
わ
ざ
外
に
出
な
く
て
も
い
い
や
」

「
現
状
の
ま
ま
で
い
い
や
」
と
い
う

雰
囲
気
に
も
、
疑
問
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
福
島
の
学
生
が
卒

業
後
、
ず
っ
と
福
島
で
医
療
に
携
わ

る
と
し
て
も
、
外
の
世
界
を
知
っ
た

ほ
う
が
様
々
な
見
方
が
で
き
る
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
外
の

人
と
話
す
こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
外

に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
を
作
る
た

め
に
も
、
福
島
で
も
勉
強
会
を
行
う

こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、

お
話
を
聴
い
て
み
た
い
と
思
う
先
生

の
勉
強
会
に
は
徹
底
的
に
足
を
運

び
、「
福
島
で
も
勉
強
会
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
発
信
し
続
け

ま
し
た
。
す
る
と
、
思
い
が
伝
わ
っ

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.21

及川 孔
（福島県立医科大学４年）

interviewee

浅沼 翼 
interviewer

及川 孔
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※医学生の学年は取材当時のものです。

1994年生まれ。山形東高校卒。
4年生までは軟式テニス中心の生
活。5 年生から地域医療や臨床
推論の勉強会に本格的に参加す
るようになる。6年生からは勉強
会の開催、学会発表、IDATEN
サマーセミナー運営スタッフなど、
多方面の活動に挑戦中。

浅沼 翼
（福島県立医科大学６年）

profile

今回、浅沼さんからお話を伺っ
てみて、身近にいる先輩の中
でこんなにも目的意識を持っ
て行動している方がいたのだ
という、新鮮な驚きを感じま
した。先輩のように、僕も思っ
たことはすぐに行動に移すよ
うに心がけようと思いました。

及川 孔
（福島県立医科大学４年）

profile
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